
令和６年度

子どもたちの自己肯定感を涵養する
授業づくり支援事業

ーモデル校の取組からー



自己肯定感の涵養につながるポイントイメージ図
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自己受容

自分の長所だけでなく短所も含めた自分ら
しさや個性等、ありのままの自分をかけが
えのない存在として肯定的にとらえる事が
大切です。

効果的な取組

◉子どもたちに寄り添う支援
東員第一中学校「自主ノート」

◉自分を見つめる機会の設定

津東高等学校「自分らしくプロジェクト」



達成感

自らの力の向上に向けて努力することで得ら
れる「できた」「わかった」という達成感や、
「誰かの役に立てた」「自分も寄与できた」と
いう社会や他者に対して、何らかの形で貢献で
きているという実感を得る事が大切です。

◉自分なりの目標を設定

稲葉特別支援学校「自分で出来た」

◉スモールステップの課題

木本中学校「夢･目標に近づくためにできること」

◉クラス全体で解決する授業づくり

新町小学校「自分の考えがみんなの学びにつながった」

効果的な取組



他者との
かかわり

子どもたち同士や教職員と子どもたち
との関わり合いなど多様な他者と交わ
る活動や多様な体験活動をとおして自
己肯定感の涵養を図ることが大切です。

◉周囲からの肯定的な言葉や行動

東員第一中学校「ありがとうメッセージ」

国府小学校「魔法の言葉」

府中小学校「手作り紙芝居の読み聞かせ」

「６年生レストラン」

◉家庭や地域との連携

南島中学校「ペア・グループの活用」

◉生徒どうしがかかわる場づくり

効果的な取組
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※それぞれ最も肯定的である「よくある」「そう思う」と回答した割合

全体結果（子ども）
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全体結果（教職員）



教育活動においてどんな時に幸せと感じますか。

○子どもの楽しそうな顔、熱中する様子
○何回練習してもできなかったことができるように
なった姿
○励まし合ったり、認め合ったりしている様子
○授業中に生徒が「わかった」と反応したとき

教職員の自己肯定感

「子どもの変容」「子どもの成長」
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